
 

回 数 第３回 日 時 令和０３年０６月２３日（水） ９：３0～1０：３0 

場 所 
六条厚生会 

＋リモート 
参加者 

各地区障がい相談支援事業所４名、発達障がい相談支援事業

所２名、基幹相談支援センター２名、特定障がい相談支援事業所

２名、障がい福祉課１名 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 相談ミーティング 

【報告事項】 

・委託相談ミーティングの内容については、各部会長にも議事録を提出することとなる。 

（1）自立支援協議会運営会議を通じて相談ミーティングのあり方について 

意見 

・委託ミーティングから相談ミーティングそして運営会議と同じことを話している。どうせなら一度

でやってしまったらよいのではないか。 

・本来なら運営会議は毎月行われるものであるが行われておらず運営会議ではないと考える。 

部会長が言った課題が次回の運営会議の１１月になる。それであったら会議を 1 つにしてしま

えば良いのではないか。 

・運営会議では、課題を出すのであって話し合った内容を報告するものではない。運営会議で図

る課題を出すのが話し合っている内容を報告するのは違うのではないか。 

・課題として報告すると自分の部会の課題だと思うと部会長は関心を示す。一緒にやってしまっ

た方が無駄が少ない。 

・そうすると、相談ミーティング等自立支援協議会の流れが変わってくるのではないか。 

・相談ミーティングの位置づけが、運営会議だなと思っていた。昨年か一昨年には運営会議を毎

月行いそこに部会長が出席していた。 

・課題を振り分ける場が運営会議の場という認識をしている。報告をする場ではないと思う。 

・運営会議の報告は端的にし議事録は部会長にも配布するようにしてはどうか。 

・部会長は、自分たちの課題であるならば早い段階で自分たちで検討したい思いがあるのだと

思う。 

・運営会議の事務局で話し合ってもらえばよい。 

・相談ミーティングは終わった段階で報告書を提出してもらうこと、運営会議は会議の前に事務

局同士しっかり打ち合わせをしたうえで、相談ミーティングへ意見をもらえばいいと思う。不都合

が生じたら部会長を集め話をしたりし今日頂いた意見は担当者の事務局には言っておくので

そのような流れで進めて行ってはいかがか。 

結論 

・障がい福祉課内でも報告し検討する。 

協議内容 

資料２ 



 

（2）引き続きの課題について（ひきこもりについて） 

①スクールソーシャルワーカーとの連携について 

・福井市役所と事前協議を実施。（今後の進め方について） 

   スクールソーシャルワーカーや関係機関を交えた会が設けられる。 

   それとは別にスクールソーシャルワーカーと委託相談の相談員との話し合いの場を設ける。 

⇒学校教育課と連絡を取り次の定例会を７月 26日 10：00～に市役所で行う。 

・テーマを設けて行う。①障がい受容について②役割について③課題について④連携について 

意見 

・相談連絡会でも福祉と教育との連携や子ども部会でも福祉と教育との連携についてと内容は

違うのかもしれないがどこも連携について考えている。言ってはいるが発言する場が無い。運営

会議でも決める場が無い。全てどの会議でも決める場が無い。話し合って終わっていくのが現

状である。せっかく同じ連携について考えているなら参加されていた方が良いと思わないか。 

・相談ミーティングの課題を運営会議に挙げ運営会議であったことを相談ミーティングで報告し

てここで協議してはいかがか。みんなで協議する場が無いのはその通りである。 

・みんなで話し合うことはその通りだとは思うが各部会長の出席に対しての負担感はあると思わ

れる。 

・委託相談ミーティングで行うといったことをまた相談ミーティングで行うから混乱する。 

・運営会議において相談ミーティングの報告の中身の精査が必要である。 

・引きこもりや不登校といった委託相談の話をメインに話が出来ればと考えている。テーマが違う

人の参加は控えた方が良いと考える。 

②福井市災害時避難支援における障害福祉の役割を明確にするべきである。 

・障がい者の災害避難支援について福井市障がい福祉課担当係（企画係）の見解 

福井市災害計画について 

・地域の障がい者の対しての配慮。障がい特性の理解として地域ごとに勉強会を開くなどの機

会を設ける。特性の理解を委託の職員に担ってもらえたらと考える。防災の意識の高いところの

選定や協議を行った上で研修会を開く。 

・スケジュールは担当者が考えているので地区委託に声かけをさせてもらう時に資料など用いて

行えたらいいと考えている。 

協議事項 

・次回の委託ミーティングでの話し合いについて、地域の民生委員から障がい理解に係る勉強

会に声をかけさせてもらっている。資料を作成し皆が共通理解をされると一緒に成長できると

考える。次回の協議に出したい。（次回の委託相談ミーティングで協議する）  

その他 

・課題提起シートを出す予定であったが部会で協議することで解決するのではないかと思う。 

・部会に上がったものに関しては相談ミーティングの課題としては上がって来ないと思われる。 

課題の内容にもよるが、部会で課題が出てくるが運営会議でも話が出てこないのでみんなが

把握することが出来ないと感じた。事務局が報告すれば分かるのだが事務局が出してこないと

ころがある。（課題） 


